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アクアペンデンテのジローラモ ファブリッチ
1533―1619（ファブリキウス）はガブリエル ファ
ロッピア（1523―1562）の学生であり後継者である．
52 年間パデユア（英語読み，イタリア語ではパド
バ）大学解剖学教室の主幹を勤めた．
彼の主たる業績は感覚器官の人体解剖学，比較

解剖学および発生学である．動脈管および臍帯脈
管が出産時に消失することを初めて記載し，また，
現在彼の名前のつけられている鳥類の器官（ファ
ブリキウス嚢）を発見した．彼の著した「静脈弁
について」（1603）には，静脈弁の図版が美しい銅
版画として掲載されている．しかし，本書では旧
来のガレノスの概念に従い，静脈血は心臓から流
れ出ると述べられている．ファブリキウスはパデ
ユア大学にアリストテレスの解剖学を導入した．
日本語初訳の本文「静脈弁について」は，最初の
機能解剖学（生理学）の本ではないが，最も初期
の機能解剖学書のひとつといってよい．ファブリ
キウスの研究手法は彼の学生達に大きな影響を与
えた．その中 に は ユ リ ウ ス カ セ リ ウ ス
1552―1616 やウイリアム ハーベイ 1578―1657 が

いた．ハーベイは，自著「心臓の運動について」に
ファブリキウスの図版を借用した．カセリウスで
さえファブリキウスの学問上のライバルとなり，
ハーベイは静脈弁について自分の教師とは反対の
結論に到達した．しかし，彼等の発表した仕事は
すべてアリストテレス哲学に基づいている．
パデユアの解剖学教室は全ヨーロッパの大学，

ことにオランダの大学に大きな影響を与えた．西
洋医学はこのオランダから日本に到達した．小川
鼎三著「医学の歴史」（中公新書，1964）によると
日本最初の解剖書「蔵志」を著した宮中の侍医，
山脇東洋はファブリキウスの後継者でパデユア大
学解剖学主幹ヨハン ベスリングの解剖書を所蔵
していたことは解体新書の参考図書として山脇蔵
のこの解剖書が記載されていることで分かった．
ヨハン ベスリング（1598―1649）はミンデン

（ドイツ）で生まれ，1632 からパデユア大学解剖学
教授として死去するまでこの地位にあった．彼の
著作「Syntagma Anatomicum」は，図版なし第 4
版が 1641 に，フルページ銅版画 24 枚付きが 1647
に出版された．いずれの版もパデユアのパオロ
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フランボッチが出版した．この本は 17 世紀後半か
ら 18 世紀前半にかけてヨーロッパで最も多く使
われた解剖学教科書であった．そして数回再版さ
れ，ドイツ語（1652），英語（1653），オランダ語
（1661），イタリア語（1709）に翻訳された．この
本の図版が図解的であることも一因であるが，
ファブリカの出版後 100 年以上経過して初めて出
版されたベザリウスの仕事を基礎としない教科書
であったことも成功の原因である．本書の扉は
ファブリキウスの建てた旧解剖示説講堂（1593，
以下の図，The copy of Syntagma Anatomica
（1647）was given to A Riva by Biblioteca Medica
Pinali, Sezione Antica, Padua Univ）での公開解剖
の模様を表わしている．
「静脈弁について」の原文Da Venarum Ostiolis
は Maurizio Rippa Bonati の英訳から村上が日本
語に翻訳した．また「静脈弁について」の図版は
カリアリ大学中央図書館所蔵の原本よりスキャン
したものを原稿とした．また前述のように，ハー
ベイは「心臓の運動について」第二版にファブリ
キウスの「静脈弁について」の図版を引用した．
補遺には原書「William Harvey：Exercitatio

Anatomica De Motu Cordis and Sanguinis in Ani-
malibus, Guillelmi Fitzeri, Francofurti, 1628」の
XVIII 版（カリアリ大学中央図書館所蔵）から図を
用いた．
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静脈弁についての図版Iの説明
図版Iは腕の半分の静脈弁のいくつかを示す．図版が多すぎて手に負えなくならないようにこの小冊子は四
肢のみに限定しその弁すべての詳細を完全に記載する．まず，内頚静脈の起始部すなわち頚部下縁に二尖弁
Aがあり，その前方に非常に大きい静脈開口 E.E.がある．；しかし，既述の二尖弁Aより上で，耳の下部に
ある腺Dをのぞき，頚静脈A.B.D.には他のものは何も観察されない．そして，分枝B.C.には弁はなく，中間
径の静脈の開口のみ存在する．腋窩静脈F.G.には，二尖弁Aに続いで大きな弁Hがある．腋窩静脈F.G.は，
末梢にむかい＊側皮静脈（v.cephalica,訳注　解体新書重訂訳は頭脈）ないし上腕静脈G.I.と尺側皮静脈ないし
肝脈（v.iecoraria, 訳注　解体新書重訂訳は肝脈，当然現在の肝静脈とは異なる）G.K.に分かれる．上腕静脈 
G.I.には，三角筋L.R.M.I.の下，腕の外側部を貫通する部位に，二つの弁，L.M.が存在する．二つの弁は互い
に5横指離れているが，最初のL.は三角筋L.R.M.I.の起始部にあり，次のM.はその終点に位置する．尺側皮
静脈ないし肝脈（v.iecoraria，訳注　図版II-Vのiecorisは肝）G.K.は，腕の内部を通過するにつれ中型の弁
N.O.P.Q.を配備する．このうち2番目のOは最初のNから4横指離れ；3番目Pは，2番目Oから1/3横指；
4番目Qは3番目Pから1/2横指離れる．そして二つの小さな弁Kがこれに続く．図版には次の印が加えら
れている．S.S.S.分離された肋骨；T腋窩あるいは腕の翼；V魚（Piscis）と通称される筋肉．
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静脈弁についての図版IIの説明
図版II，この最も大きな図版（plate）は特に必要であり，5枚の図（figure）を含む．
図Iは生体の腕を示す．瀉血で通常行うように，上腕部を縛っている．ここでは，＊側皮静脈ないし上腕静脈
A.B.の部分が見られ，尺側皮静脈ないし 貴要静脈C.D.の一部が見えている．そして好んで正中静脈Median
と呼ばれる総静脈Vena communis E.F.がある．ここには，他の静脈と同様に，沢山の弁 O.O.O.が結節のよ
うに見える．これは生体の腕の中に存在する弁を外側から眺めた図になっているためである．
図IIは下肢（脚）の二つの静脈，A.B.とC.D.を示すが，弁O.O.O.が静脈内腔にどのように配置されるかを
示すため，静脈を反転し内腔を外に露出した．この反転静脈の観察からひとつ特別な事柄が明瞭になる．す
なわち，より起始に近く乃至より上流の弁は，次の弁と異なる側に配置する；図IIIに示すように，植物の枝
は同様に振舞う．二番目に注意すべきは，最初に示した脚静脈A.B.では，弁O.O.O.は綿花で栓を詰められ，よ
く見えるようになっており，次に示した脚静脈C.D.では弁O.O.O.は空になっている．
図IIIでは，植物の枝を切り離すことにより，節N.N.N.が形成されるのが分かる．この図を前図のすぐ下に置
くと，図IIで指摘したような，弁と枝の起始部の比較が容易になる．
図IVはVerbenaという植物を示す．この植物は人気がありよく知られる．図IIIはこの植物の枝を切り取っ
た図を示した．
図Vは肝臓A.A.の図である．切開して大静脈の幹B.B.B.B.を示し（訳注　ガレノス以来この大静脈を大木の
幹にたとえ，末梢ではさらに枝を分枝するという表現がなされた．），胆嚢D.の近くの門（静）脈C.C.C.を示
すとともに各静脈の比較的大きい最初の枝を示した．これは，以前に記載し伝えられている主張が実は解剖
により示された事実と合致しないことを学生に特に観察させるためである．すなわち，それは大静脈B.B.B.B.
および門脈C.C.C.の本幹および分枝には，これらが肝臓A.A.から出てくる際に，心臓に存在する弁と同様の
“膜様突起”が見いだせると主張している．この主張から誰でも　前述の静脈の幹と枝には弁がある　と考え
るはずである．しかし現実にはなにも見えない．しかし図にあるように開口のみえている大きな分枝は各静
脈，いわゆる門脈C.C.C.と大静脈B.B.B.の幹から直ちに始まり，肝実質A.A.の内部に分布している．
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静脈弁についての図版IIIの説明
図版IIIの上部に心臓A.B.C.を示す．心臓は左心室A.D.E.C.で切開，その筋線維D.E.を示し，大動脈G.H.I.
の起始部で3尖弁F.F.F.を示す．さらに大動脈G.H.I.の内部を示すため，体幹の全長に沿い切開を加えた．非
常に多数の開口が上部下部にわたり存在した．これらは紛れもなく，同じ動脈から分枝する脈管が脊髄やそ
の他の各部位に分布することを示している．この大動脈は明らかに弁を持たないし，この分枝の他の脈管も
弁を持たない．しかし，大静脈K.L.M.N.もまた，大動脈F.G.H.I.とともに体幹を横切る場合には一本であり
口径も最大になり，同様に弁が備わっていない．そのためにこの場所は全長にわたり切開してみた．しかし，
その上部には大きな開口部RとSがあり肝臓に続いている．また下部には開口Mがあり，これは右腎静脈に
属している．少し下に左腎静脈への開口Oもみられる．これは左腎Pに続くが弁はもたない．
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静脈弁についての図版IVの説明
図版IVは，脚についての最初の記載で2つの図を含む．これらの図は臀部から足部近くまでの脚内の2本の
静脈に存在する弁を示す．これらの静脈のうち，AB.BG.はより内側部にあり，他方の静脈DE.EH.より幾分大
きい．DE.EH.はより外側部にありやや小さい．内側の静脈のAB.BG.は膝窩Iの近くに見られる．この枝は5
つの弁L.M.N.O.P.をもち，上方のAから下方のPまで，膝窩Iと膝Kの間を通過する部分に単一弁として一
定の間隔で配置する．その後OからBに続き，図1の二尖弁がある．そして図IIは脚部の下方を示し，足部
の近くに弁R.のみが存在する．また，二尖弁であるQとBを除き，L.M.N.O.P.および図IIのR.G.で斜行分枝
をもつ場所では静脈弁はすべて単一弁である．
外側にある二番目の静脈枝D.E.は臀部前方から進み，膝部Kに近づく．Dより少し進んだところで最初の弁が
配置する．二尖弁の存在するSの部位から膝の下へかけて4つの弁T.V.X.Z.がある．これらすべては確かに単
一弁であるが，3つの弁T.V.X.は2横指の間隔で配置し，Zは3番目のXから4横指離れている．そして，最
初に二連弁S.が始まる場所と，最後に弁Z.で終わる場所では静脈が斜めに分枝している．しかし他のその間の
弁T.V.X.には分枝はない．
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静脈弁についての図版Vの説明
図版Vは，続く2つの図版，図版VIと図版VIIに連結しており，図版Vの下端B.C.に図版VIの上端B.C.を，
図版VIの下端D.を図版VIIの上端D.につなぐと，ヒト全脚部A.B.C.D.E.を纏めることになる．この連続し
た図により一目で脚全体の多くの弁を，あるところは内部から，あるところは外部から一望できる．個々の図
版からこれらの弁を眺めてゆこう．
図版V.で取り上げた図は臀部の静脈と動脈である．これらは全長にわたり切開されI.K.L.M.とA.H.F.G.に分け
られ，静脈I.K.L.M.B.N.C.は弁をもっており，動脈A.H.F.G.は完全に弁をもたないことが分かる．そして静脈
L.M.は，そこではまだ単一弁であるが，殆ど鼠径部に入ってから二尖弁となる．そして二本に分枝N.B.N.C.し
た後，深く大きな静脈枝N.C.は約4横指離れた場所に二尖弁を二カ所もち，Cの部位で視界から見えなくなる．
一方，小さな静脈枝は分枝の最初Nで二尖弁をもち；2横指の間隔でもうひとつ二尖弁；さらに3横指離れて
二尖弁；最後は4横指離れたところに4番目として単一弁をもつ；これは図版VIで示される．
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静脈弁についての図版VIの説明
図版VIは前の図版とB.C.で連続しており，1本の静脈B. P. Q. R. S. T. D.のみを示す．この静脈は図版Vで記
述した小さな静脈枝の一部であり，静脈分枝から始まり（大）伏在静脈を形成する．そこで直ちに単一弁Pが
生じ，4横指はなれて前図版に記述した4番目の弁が配置する．この弁から辿り次に二尖弁Qを見る．この弁
の前α. β.に小さな斜行枝がある．その後，4横指をおいて，ほぼ膝窩に再度二尖弁Rが見られるが，分枝はな
い．この弁の下に3横指離れて単一弁Sが現われるが，これには手前に小さな静脈斜行分枝γ. δ. ε.がある．さ
らにこの弁S.から4横指ゆくともうひとつの弁Tがある．その前にはここにも小さな分枝ζ. η. がある．最後
にページをめくると，5横指離れたところに，本図版とDにおいて連続する次の図版に弁を見ることになる．
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静脈弁についての図版VIIの説明
図版VIIは，前の図版とD.の場所で連続であり，同じ大伏在静脈D.E.上に，前の図版の最後の弁から5横指
離れたところに，その前に斜行分枝θ. ι.をもつ弁Vがある．そして足部全体の弁X. Y. Z.は，この3つの弁
で内部的にも高い位置におかれるように分布している．最初の部位では，踵においてκ. λ.には二尖弁X.は対
側に2つの静脈枝κ. μ. λ. ν.の開口がある．この二尖弁X.から約3横指の間をおいて単一弁Yがある．その
前から支静脈ξ.が分かれる；そして，さらに同じ距離で同じ伏在静脈最後の弁Zが見られる．その近傍より
再び支静脈があるが，支静脈πとは異なる場所である．最後に，静脈Z. E.は弁なしで前方に走り親指のつま
先に到達し，大伏在静脈が終結する．
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静脈弁についての図版VIIIの説明
図版VIIIは，動脈と並走する静脈の分枝部から前方に走る枝の広範囲の弁を示す．これはすでに脚部の二番
目の図版Vで記述されている．大きな動脈枝B. C.と一緒に臀部の内側へ向かって走行する大きな内側静脈枝
A. B.は図示のように進行し，これらすべての弁D. E. F. G. H. I.を表わした．最初に小さな枝αをもつ二連弁
Bを示す．さらに二尖弁E.は小枝βをもつ；第三の場所には膝K.で前方に小さな枝γをもつ大きな単一弁F.
がある．；4番目は下腿と呼ばれる脚部の筋肉部分で小さな枝はなく二尖弁G.が存在する．；5番目は単一弁H.
小さな枝δ，εを伴う．；6番目は二尖弁I.で小枝は伴わない．；これらの下部で静脈は2つB.M.とB.N.に分か
れる．そして　これまで示してきた図版のみで　自然が弁の創造に費やした素晴らしい活躍を十分に表して
おり，それ故に，他の残っている部位の画像化はさし控えておくのも正しいことであると考え，ここに終わり
とする．
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